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研究の概要 

地域在住高齢者の介護予防に関する研究-ジェンダーの視点を踏まえた取り組み-

  

個人の健康状態は、生物学的な性差のみならず、社会的役割や文化的背景から形成されるジェンダーの影

響を受けていると考えています。このジェンダーの視点を介護予防事業の設計・実施に取り入れています。 

そして介入の効果を検証しました。 

 

①女性を対象とした尿失禁対策講座 

尿路や生殖器の構造には大きな性差があり、女性は男性に比べて尿失禁の有症率が高い傾向にあります。

その一方で、実際の受診率は低いことが報告されています。また、女性は家事や介護などのケア役割を担っ

ている場合も多く、高頻度の外出が困難なケースも少なくありません。 

そこで本事業では、腹圧性尿失禁に対して推奨されている非侵襲的アプローチである「骨盤底筋トレーニ

ング」を中心とした、全 3回（月 1回）の尿失禁対策講座を実施しました。 

その結果、受講生の尿失禁症状において一部改善が認められました。 

 

②男性を対象とした健康講座 

全 7回（月 1回）、複数学科の教員が連携し、男性限定の講座を実施しました。身体機能の改善には運動だ

けでなく栄養管理も不可欠ですが、現在の高齢男性は栄養や調理を学ぶ機会が少なかった世代であることを

考慮し、プログラムに栄養に関する講座と調理実習を組み込みました。 

その結果、受講生の筋力向上や転倒不安感の軽減が認められただけでなく、日々の食生活において栄養を

意識する変化も見られました。 

 

学生との研究では、地域在住高齢者の健康行動について調査をおこなっています。通いの場に集う男性高

齢者のインタビュー調査では、通いはじめた理由や継続要因に、調理室が関連していました。 

 

今後も地域での調査を実施する予定です。 

健康増進、介護予防事業の実例と効果を示し、人々の健康に寄与できればと考えています。また、理学療

法士の地域事業参画拡大に繋げたいと考えています。    

・ 「介護予防事業における女性高齢者対象の尿失禁対策プログラムの効果」 

・ 「高齢男性を対象とした健康講座の効果に関する研究」 

・ 「東京都理学療法士協会地域活性局支部活動に関する調査報告」 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=d6397561b1bf8f72520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

